

　学部卒係兼名簿係として、卒業生の方々にメールにてアンケートにお答え頂きました。

お聞きしたことは、
１． 現在の仕事をお選びになった動機をお聞かせ下さい。
２． 仕事の内容について教えて下さい。
３． 学部時代に勉強したことで、現在の自分の役に立っていると感じられることがありましたら
お聞かせ下さい。
４． 心理学専攻の強みは何だと思われますか。
５． 就職活動にあたってのアドバイスがあれば、お聞かせ下さい。

この5点です。

☆まずは実際にお話を聞かせて頂いた先輩からご紹介させて頂きます。

Ⅰ. 高橋 晴美さんのお話
　高橋晴美さんは現在、日中は神奈川県の高校で図書館司書としてお仕事を、夜は科目履修生として青山学院大学に通っていらっしゃるそうです。3年次に編入された本学院教育学科(心理専攻)を2002年度に卒業され、来年から他大学の大学院(心理学)に進学が決定しているとのことでした。心理学を学ぼうと思うようになられた動機は、現在の職場での出来事(生徒さんと接するなかで)だったようです。図書館司書として働く中でもっと生徒と向き合いたい・話を聴いてあげられるようになりたい、と感じるようになったからだ、とおっしゃっていました。来年進学が決定していらっしゃる大学院(学校教育臨床の臨床心理学コース)では、臨床心理学(カウンセリング)を中心に学んでいこうと考えていらっしゃいます。そして後々は、臨床心理士の資格を得し、スクールカウンセラーとして働くことを考えていらっしゃるそうです。

　初対面だったので一体どんな方かと緊張して行きましたが、笑顔がとても印象的な女性でした。私たちに、自分のこれまで、現状、将来のビジョン等について話す姿は、力強く、その外見には似つかわしくない程のエネルギーを感じました。経済的なこともきちんと視野に入れておられ、そういったことも含めての将来計画は、まさに「自立した大人の女性」。これほどまでに高い志をもてる高橋さんのモットー(座右の銘)は、「もう限界だと思ったところでいかに頑張れるか。限界からのもう1歩が大切」だそうです。お話からも、彼女がこれまでもそれを実行されてきたことがすごく伝わってきました。言動が一致していらっしゃる高橋さんのお話に、インタビュー中は加藤と2人、ただただ圧倒されてしまいましたが、自分について考えてみる機会をいただいた気がしました。なんだか背中を押された気分でした。
☆つづいて、ご返信頂いた先輩方からのメールをご紹介させて頂きます。

Ⅱ. 秋山 岳人さんからのメール

　リストからの無作為抽出ですからしょうがないのですが、私はすでに社会人として15年ちかく現在の仕事をしておりますので、新卒の社会人ではありません。今回のご質問については社会人学生として学部を終え、職場に戻った人間としての意見として参考にしていただければとおもいます。ちょっと長いメールになります、すいません。
１. 現在の仕事をお選びになった動機をお聞かせ下さい。
２. 仕事の内容について教えて下さい。
　現在、やっております仕事はサンマイクロシステムズというコンピューター会社の社員向けに人材育成のコンサルティングを提供するcorporate university（企業内大学）の日本における責任者をしております。　自社の業務におけるパフォーマンスの向上のために社員教育の企画、開発、実施。 また、部門などの戦略立案のコンサルティング。 社員のキャリアの相談にのるキャリアカウンセリング等をしています。

　仕事を選んだ動機は、以前建設プラント（石油プラントなどの建設）会社で営業をやっていましたが、形のないものを売るということが自分自身の営業としての成長にプラスになると考えたからです。当時25歳でしたが、たまたま人の紹介で現在の業務にめぐり合い、外資系のコンサルティング会社で現在のキャリアをスタートしました。 やり始めて経験をつむことでだんだんこの仕事に対する理解も深まり、自分自身の専門性も向上してくると、より顧客に密着した形で貢献したいと考えるようになり、現在の会社に入社し、自社の身内に対して密着したサービスを提供するようになりました。

　「成長の実感とビジネスの成功を分かち合う」というのが私の自己実現の目的意識です。この目的を追求していくといろいろなことがわかってきます。

　現在のビジネス環境は以前からある工業化社会のようにある程度、成功のパターンがはっきりしていて、それを正しく繰り返すことで成長できるという環境ではなく、いろいろな要素が影響して複雑な状況となっています。こうした状況では成功パターンは常に変化するし、それを創り出し、スピーディーにビジネスにつなげるということがとても重要になります（知識社会という呼び方をします）。このような環境では、ビジネスの成功を左右するのは結局「変化に対して人がどのように対応、同化して成長していくか」に行き着きます。

　私自身は過去のコンサルティング経験から様々な経営、経済、行動科学、産業心理等の知識を勉強してきましたが、これらの既存の知識は残念ながら工業化社会を前提としたものばかりで、現在実際におこっている事象を十分に説明できるものではありません。そこで、あらためて心理学の側面から学びなおすことで自分自身が必要としている新しい定義を見つけたい、というのがアカデミックに戻ろうとおもったきっかけです。 当初は院での研究を考えていましたが、青山の教務課で「心理の院にいくなら心理の学部をでてないとむりですよ」といわれ（入学後に、これはぜんぜん関係なく、いきなり院でも大丈夫だったとわかりましたが（汗））、それなら学部からやってやろうと青山に入りました。４年間いろいろな分野の先生とお話できたことで、いい情報収集になりました。

３. 学部時代に勉強したことで、現在の自分の役に立っていると感じられることがありましたら
お聞かせ下さい。

　心理の分野を幅広く復習できたこと。 中にははじめて触れるものもおおく、裾野が広がったと実感しています。青山は実験心理の学校でしたから、ちょっと距離を感じましたけど（笑）

　あとは、実際に先生とお目にかかってお話できたことが一番だとおもいます。授業で扱われる内容は本音をいえば本を読めば書いてあることですし、既知のものがとてもおおかったですね。これは学部での教育の主眼ですからしょうがないとおもいます。４年終えてみて、幅広く心理学をみたことから自分自身の研究の枠組みがはっきりもてるようになったのは大きな収穫です。

　次は、同様の研究テーマを持つ先生を探して、院での自分の研究テーマに深堀をかけたい、とおもってます。
４. 心理学専攻の強みは何だと思われますか。

　学部教育ということに限らず、アカデミックな世界は「病気を治すための薬（社会やビジネス上の問題を解決する方法）」をたくさん手に入れることができる場所だとおもいます。 そこには当然、薬の成分を研究したり（実験心理的なアプローチ）と探求的な傾向が強いとおもいます。

　しかし、薬をたくさん持っていたとしても、その成分について多くの知識があったとしても、「患者さんの病気をどうなおすか」ということとむすびつけられていないと価値を創り出すことが難しいのだろうとおもいます。　４年間の授業のなかで「アカデミックな研究成果がどのように世の中で役にたつのか」という社会性の高いテーマを扱った授業は非常に少ないとおもいます。

　在学中に、「秋山さんは心理学を活用した仕事をしてるけど、心理でほんとうに世の中でくっていけますか？」と聴かれたことがあります。答えはＹｅｓです。ただ、それには絶対的な条件があって、それは様々な患者さんを実際に診察してみて（いろいろな課題に取り組んでみて）、その症状、病因を定義し（社会やビジネス上の問題について自分が持っている心理の知識を活用して原因究明する）、それに対する処方箋（具体的な解決策）を創り出せるかがすべてだとおもいます。　

　たしかにこれは社会に出てみて初めてできることのようにおもえますが、世の中にはこの手の事象、事例はたくさんありますし、過去の研究事例もふんだんにあります（たとえそれが工業化社会を前提として古いものであったとしても）。これら応用的な側面を探求することは学部在学中でも十分に可能です。心理だけではなく、経済、経営といった別な分野にも視野を広げておけばいろいろなことが発見できます。

　ただ、こういったアプローチが重要だということは、学校教育を通じて一度もおしえてもらえませんけどね。（笑）
５. 就職活動にあたってのアドバイスがあれば、お聞かせ下さい。

　今の仕事で新人研修なども多く手がけてきましたし、入社後何年かたってのキャリアの相談も多数うけていますが。その経験からいくつかお話ししたいとおもいます。先ほどは「薬」というたとえでお話しましたが、今度はちょっと別なたとえで話してみます。

《まず、いろいろな絵を描いてみること》
　　仕事をするということは自分の生活の大部分の時間を費やすことになりますから、この仕事からある程度の手ごたえがないと自分の費やした時間の価値が低くなったような気持ちになります。とはいえ、自分にとって手ごたえのある、やりがいのある仕事ってなんだろう、という答えはすぐには見つかりません。自分自身が持っている絵の具で自分が描きたいとおもう絵を描けることが一番ですが、「どんな絵の具を持っているか」「どんな絵が描きたいか、描けるのか」は社会に出たばかりではよくわからないものだとおもいます。

　　従来の日本における「働く」という考えは「就社」的なものが大半ですし、「長く勤め上げる」というのが社会的にも評価されてきましたから、最初にどんな職業につくかというのがとても大切だという気持ちもわかりますが、まずは絵を描き始めること。最初についた職業でどんな絵が描けるかいろいろな絵を描いてみることが大切だとおもいます。その中から自分の持っている絵の具、自分が得意とする絵がなんであるか、少しずつわかってくるとおもいます。その過程で、足らない絵の具、描きたい絵が描ける環境（所属する会社など）がなんであるか、がわかってくると、「キャリアを見直す」ことは必然的なものです。 こういった過程を繰り返すことで、自分自身の専門性が高まっていくとおもいます。
　　前にも書きましたが、過去の研究事例等を研究することで、この「描きたい絵」のある程度のイメージを在学中にもてるといいですよね。そうすれば、どんな業界で、どのような仕事をしたいかがイメージしやすくなるとおもいます。できれば、その業界の人と話してみることも必要だとおもいます。

《自律するということ》
　　ちょっと厳しい言い方ですが、年功序列や終身雇用といった工業化社会で前提とされてきたものが、今はもう意味のないものになってきています。「会社」「上司」は我々を守ってくれません。我々を守ってくれるものは「我々自身の専門性が生み出す市場価値」です。これをemployabilityといいます。 我々の人生は我々のものですし、自分自身の幸せは自分で決めるものです。経済的に成功して、物質的に豊かになることが唯一の成功でもありませんし、自分自身が自然にいられる状態での市場価値で生きていくことが重要だとおもいます。（ちょっと定性的かな）

《専門性を育てること》
　　自律という意識を基に、いろいろな絵を描いてみる。そうすることで、自分自身の専門性が育ってきます。専門性とは決して医者や科学者、技術者といった特別な知識をもつものだとは限りません。自分がやっていることにだれよりも詳しく、だれよりも価値を創り出せること。たとえそれが一般事務の仕事でも可能なことです。たしかに市場ではその価値に対する値段が給与という形でシビアについてしまいます。最先端の技術者のもたらす価値と一般の事務職のもたらす価値はそれぞれ専門性の高いものですが、値段はちがいますよね。 これは受容しなければなりません。そして自分がどのレベルの専門性をもちたいか、どのような価値を提供する専門性が自分にとって自然かを自省しながら自分自身を作り上げていくことだとおもいます。
秋山岳人

【３Ａ／小俣ゼミ 中嶋祐子】
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